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炎症性腸炎抑制効果を有する日本酒成分の同定･抽出
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【研究活動の要約】

日本酒は古くから伝わるアルコールで ｢酒は百薬の長｣といわれるように､適量を守って飲めば健康

増進作用もあります｡京都伏見は日本酒の伝統的な産地ですが､その一方で､ビールやワインなどの消

費に押されて､日本酒の生産量や販売量は低下しています｡そこで､① 日本酒の付加価値を高める事､

② 日本酒の健康増進作用として炎症抑制作用を明らかにする事を目的として研究を行いましたQ

腸炎を起こしたマウスにエタノールなどの揮発性成分を除いた､日本酒濃縮物の成分を経口摂取させ

ると腸炎を抑える事が明らかとなりました｡昨年は､本学で開発された ｢分取用等電点電気泳動装置｣

で 10画分に分けた日本酒濃縮物のうち､8番 目の画分に腸炎を抑える作用を確認 しました｡そこで､

今年度は分画前の日本酒濃縮物の腸炎抑制作用を確認 しましたが､これにはその作用をみとめませんで

した｡このことから､｢分取用等電点電気泳動装置｣は､食品中の活性成分を精製するのに有用な方法

であることが確認 されました｡続いて､日本酒濃縮物の8番 目画分をさらに中速液体クロマ トグラフィ

ーで分画して､どの画分に腸炎を押さえる成分が含有されているかを確認いたしました｡その結果､昨

年よりもさらに腸炎抑制の有効成分を絞 り込む事ができました｡今後はその有効成分を同定し､その作

用機序を解明する事により臨床応用を目指す予定です｡

【研究活動の成果】

まず､当研究室は食品成分の健康増進作用を解明し､臨床応用することを目的にしていますが､今年

度の研究活動では日本酒成分の腸炎抑制を動物実験で示す事ができました｡また､本学で開発 した ｢分

取用等電点電気泳動法｣は食品中の有効成分を分離､精製するのに有効な方法である事を示す事

もできました｡今後は 日本酒中の有効成分を同定する事のみならず､これ らの技術や実験系を用

いて､広 く人の健康増進や治療に役立っ研究を行っていく予定です｡

つぎに､この研究は京都府の地域貢献を目的としものですが､本研究は京都伏見の 日本酒の腸

炎抑制効果を示 し､噂好品だけではない 日本酒の健康増進作用を提案する事ができま した｡ 日本

酒の良さが再考 され､酒造業界の活性化につながる事を期待 しています｡

【研究成果の還元】
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【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 健康科学研究室 講師 ･和田小依里 
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